
特定非営利活動法人耕 

第4回　通常総会 
日時　　　　　2026年（令和8年）5月21日（木）　午後7時から 
 
場所　　　　　熊幼稚園旧園舎（リトルベア） 

総会次第 
1. 開会 

2. 定足数の確認 

3. あいさつ 

4. 議長及び議事録署名人の選出 

5. 議事 
第 1 号議案：令和7年度事業報告書、活動計算書、貸借対照表および財産目録

承認及び監査報告承認の件 
第 2 号議案：令和8年度事業計画承認の件 
第 3 号議案：令和8年度活動予算承認の件 

6. 議長解任 

7. その他報告等 
① 寄付金の募集活動の件 
② 「あきやを託すくんま基金」の件 
③ 交流人口と関係人口を増やす事を目指す活動について 

静岡県農村連携促進支援事業（） 
④ 浜松市放課後子供教室業務の受託について 
⑤ 天竜・龍山地区東海自然歩道管理業務の受託について 
⑥ お試し住宅の解約と今後の移住関連について 
⑦ 浜松市はままつ文化創造チャレンジ事業費補助金応募の件 

8. 閉会

会員数 出席数 委任状出席数

29人 人 人
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 ２０２５年度の事業報告書 
 2025年4⽉1⽇から2026年3⽉31⽇まで 

 特定⾮営利活動法⼈耕 

  2025年度は、「健康⻑寿の⾢くんま」事業をNPO法⼈夢未来くんまから継承した事により、 
 全体の収⼊は前年⽐138%と進捗しました。今後は、この事業の「ノルディックウォーク」と 
 「ヴェリファーム」の過去5年間の実績をベースに交流と雇⽤創出についての仕組みを整えてい 
 きます。 

 ・リトルベアカフェは営業⽇数を107%に増やして売上を前年⽐100％としましたが、予算に対 
 しては94.7%と苦戦しました。「コグマルシェ」の隔⽉開催がそのまま集客⼒向上に結びつく 
 ことはなく年間では客数前年⽐95%でした。駐⾞台数が少なく⽔⾞の⾥からの距離もあり客数 
 を増やすことは容易ではありませんが、イベント開催をきっかけにして客数増を図っていきま 
 す。 

 ・外注費で⽰される雇⽤創出⾯では、「健康⻑寿の⾢くんま」の事業継承が⼤きく貢献して、 
 254万円となり前年⽐160%と伸張しました。ただし、全体ではまだ多くがボランティア活動に 
 頼る部分が多く、収益構造の⾒直しで有償活動が増える様にすることが今後の課題と捉えてい 
 ます。 

 ・保育については、天⻯保育ママ制度の利⽤回数は年間25回（前年度18回）となりました。今 
 後は、制度の充実と周知により、⼦供の絶対数が少しでも増える事につながる状況をどの様に 
 して作っていくかという視点で活動を進めていきます。 

 ・空家と移住についての活動のシンボル的な施設として「ハイツ若葉」（旧教職員住宅）があ 
 りましたが、居住者がいなくなった4⽉のタイミングで「お試し住宅」としての浜松市との契約 
 を解約しました。主な理由は、居住希望者の地域への移住の意思が判らないままお世話をする 
 ことが、移住促進にはつながらない事が判明した事と、空家が増えている現状では、移住希望 
 者に繰り返し空家を紹介することの⽅が、着実に移住につなぐことができると判断したからで 
 す。 

 ・交流⼈⼝や関係⼈⼝の創出については、静岡県の「農村連携促進⽀援事業費補助⾦」の給付 
 を受ける形で「くんま農⼭村キャンパス創造委員会」の事務局を担い、「秋葉古道」関連のイ 
 ベントや地域プラットフォーム「くんまから」の開発を⾏いました。翌年度についても継続し 
 てイベントを開催する計画です。 

 ・また、⼤きなイベントとして12⽉に「くんまクリスマス⾳楽会」を開催しました。⾳楽を 
 きっかけにして初めてくんまを訪れる⽅も多く、今後に繋げる多くの機会を得ることができま 
 した。 
 ・こうした⼀連の活動について、熊ふれあいセンター⻑の推薦を受け、NPO法⼈耕は令和8年1 
 ⽉、令和7年度浜松市⺠活動表彰における区⻑賞を受賞しました。本受賞は、地域資源を活かし 
 た取組と継続的な活動が評価されたものであり、今後の事業展開に向けた⼤きな後押しとなり 
 ました。 
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２ 事業の実施に関する事項
(1) 特定⾮営利活動に係る事業

事
業
名

事業内容 （$）
実施時期

(%)
実施場所

(&)
従事者の
⼈数（⼈）

受益対象者の
範囲及び⼈数
（⼈）

⽀出額
（千円）

旧熊幼稚園園
舎の⼀部を保
育する場所と
して管理運営
する
① ０歳から２
歳までの保育
の場所とし
て、天⻯区
「保育ママ制
度」に提供
② 幼少の放課
後の居場所を
提供する

①
通年
4⽉ 4回
5⽉ 3回
6⽉ 3回
7⽉ 2回
9⽉ 4回
10⽉ 4回
12⽉ 1回
3⽉   4回
保育ママ4⼈

②未実施

天⻯保育ママ
制度の保育す
る場所と旧熊
幼稚園園舎

保育ママ登録
⼈数：4⼈

保育される⼈
数：１⼈
年間延べ⽇数
：25⽇

0

＜未実施＞

・/%イベント
スペース
① 企業団体研
修
② コグマル
シェ
・健康⻑寿の
⾢くんま
③ ノルディッ
ク・ウォーク
・イベント参
加・企画・主
催
④ 熊宿場フェ
ス
⑤ 天⻯産業観
光まつり出店
⑥ くんまクリ
スマス⾳楽会
⑦ ⼤寒謝祭出
店
・くんま農⼭
村キャンパス
創造プロジェ
クト
⑧ 秋葉古道講
座

①-1 09東海
研修 5/14（
4/8）
①-2 河原崎⽒
コンサル研修
 5/21
② 7⽉27⽇、
9⽉28⽇、11
⽉16⽇、
1⽉25⽇、3⽉
22⽇
③ 通年33回
④  5/25
⑤ 11/3
⑥ 12/20
⑦ 2/15
⑧ 2/13

・リトルベア
カフェ
イベントス
ペース
・ふれあいの
家
・熊愛館
・熊地域内
・天⻯区⼆俣

15⼈

① 100⼈
② 200⼈
③ 200⼈
④ 500⼈
⑤ 1,000⼈
⑥ 150⼈
⑦ 400⼈
⑧ 30⼈

2,500千円

業  幼  
児  
保  
育  
と  
⼦  
供  
の  
⾒  
守  
り  
に  
係  
る  
事  

事  
業  
守  
り  
に  
係  
る  

⾼  
齢  
者  
の  
⾒  

都  
市  
地  
域  
と  
中  
⼭  
間  
地  
域  
の  
交  
流  
に  
係  
る  
事  
業  
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＜未実施＞

①天⻯保育マ
マ制度による
保育⼠

②リトルベア
カフェ のス
タッフ

③健康⻑寿の
⾢くんま事業
関係

① 〜 ③
4⽉から3⽉

①、②
旧熊幼稚園園
舎

③
熊地域内

① 3⼈

② 9⼈

③ 10⼈

① 1⼈

② 2,453⼈

③
ノルディッ
ク・ウォーク
：197⼈
ヴェリー
ファーム：
500⼈

2,500千円

移住促進に関
わる相談業務 通年

・耕本部事務
所

・リトルベア
カフェ

・健康⻑寿の
⾢くんま事務
所

・熊地域内各
所

3⼈ 4⼈ 0

「健康⻑寿の
⾢くんま」で
地元産物を採
取・加⼯・商
品化した商品
をリトルベア
カフェ で販売
① 柚⼦ジャム
② 梅ジャム
③梅シロップ

通年 リトルベアカ
フェ

リトルベアカ
フェ スタッフ
９⼈

① 47⼈

② 21⼈

③ 11⼈

840千円

＜未実施＞

に  
係  
る  
事  
業  

境  
整  
備  

テ  
レ  
ワ  
ー  
ク  
環  

事  
業  
中  
⼭  
間  
地  
域  
の  
雇  
⽤  
創  
出  
を  
図  
る  

業  空  
家  
・  
空  
地  
の  
活  
⽤  
に  
係  
る  
事  

次  
産  
業  
化  
に  
係  
る  
事  
業  

地  
域  
資  
源  
を  
活  
⽤  
し  
た  
6  

要  
な  
事  
業  

達  
成  
す  
る  
為  
に  
必  

そ  
の  
他  
、  
⽬  
的  
を  
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（法第2�条第１項「前事業年度の計算書類（活動計算書）」）
2025年度 活動計算書

2025年 4⽉ 1⽇ から 202�年 3⽉ 31⽇まで

特定⾮営利活動法⼈耕
（単位：円）

科⽬ ⾦額
Ⅰ 経常収益

受取会費
正会員受取会費 32,000

20,000
計 52,000

受取寄附⾦
受取寄附⾦ 5�5,�35
基⾦受取寄付⼟地建物 1,5��,��3

計 2,1�4,51�
受取助成⾦等
受取⺠間助成⾦ 0

計 0
事業収益
中⼭間地域への移住促進に関わる事業収益 40,000
中⼭間地域の雇⽤創出を図る事業 5,���,���

計 5,�3�,���
その他収益
受取利息 1,�0�
雑収益 �31,5��

計 �33,1�3
経常収益計 �,�0�,5��

Ⅱ 経常費⽤
事業費
（１）⼈件費

給料⼿当 0
外注費（業務委託契約） 2,530,�3�
法定福利費 0
退職給付費⽤ 0
福利厚⽣費 0

計 2,530,�3�
（２）その他経費

原材料費（仕⼊⾼） 1,355,502
広告宣伝費 �0,2��
販売促進費 ��,100
通信費 441,515
荷造運賃費 25,�00
消耗品費 214,5�1
修繕費 4�,�3�
⽔道光熱費 �13,4�0
諸会費 �,500
振込⼿数料 20,144
⽀払⼿数料 3�2,51�
賃借料 1�,�50
保険料 �2,3�0
租税公課（消費税等） 101,500

計 3,50�,��3
事業費計 �,03�,�02
管理費
（１）⼈件費 0

計 0

１．

賛助会員受取会費

２．

３．

４．

５．

１．

２．
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（２）その他経費
通信費 3�0,01�
消耗品費 4�,�44
修繕費 2,�00
⽔道光熱費 �4,���
諸会費 �,3�5
振込⼿数料 25,��0
⽀払⼿数料 23,25�
地代家賃 102,000
賃借料 3,��0
保険料 �,250
諸謝⾦ 15,500
租税公課 35,300
減価償却費 203,44�
雑費 50

計 ���,52�
管理費計 ���,52�

経常費⽤計 �,�3�,22�
当期経常増減額 1,��2,34�

Ⅲ 経常外収益
0

Ⅳ 経常外費⽤
短期借⼊⾦ 150,000
雑損失 1,2�5
前期会計差額調整 52,�04 204,1��

税引前当期正味財産増減額 1,���,1�0
法⼈税、住⺠税及び事業税 �1,000 �1,000
当期正味財産増減額 1,5��,1�0
前期繰越正味財産額 3�,051
次期繰越正味財産額 1,�35,231
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「前事業年度の計算書類（貸借対照表）」
2025年度 貸借対照表
2026年 3⽉ 31⽇ 現在

特定⾮営利活動法⼈耕
（単位：円）

科⽬ ⾦額
Ⅰ 資産の部

１． 流動資産
現⾦ -103,940
⼩⼝現⾦（藤原） 29,740
⼩⼝現⾦（海⽼原） 50,000
⼩⼝現⾦（健康⻑寿の⾢くんま） 4,033
預⾦（静岡銀⾏） 94,584
預⾦：耕（ゆうちょ銀⾏） 8,842

0
預⾦：健康⻑寿の⾢くんま（ゆうちょ銀⾏） 23,832

83,000
売掛⾦ 74,238
流動資産合計 264,329

２． 固定資産
（１） 有形固定資産

建物 -282,039
附属設備 5,061,354
⼟地 0
有形固定資産計 4,779,315

（２） 無形固定資産 0
無形固定資産計 0

（３） 投資その他の資産
特定資産（基⾦の寄附財産） 1,270,722
投資その他の資産計 1,270,722

固定資産合計 6,050,037
３． 繰延資産

（１） 創⽴費 3,735
繰延資産合計 3,735

資産合計 6,318,101

負債の部
Ⅱ １． 流動負債

買掛⾦ 115,309
未払⾦ 125,895
JCBカード 43,466
短期借⼊⾦ 0
未払法⼈税等 71,000
未払消費税等 101,500
預り⾦ 25,700
流動負債合計 482,870

２． 固定負債
⻑期借⼊⾦ 4,200,000
固定負債合計 4,200,000

負債合計 4,682,870
正味財産の部

Ⅲ 前期繰越正味財産 38,051
当期正味財産増減額 1,597,180

預⾦（Pa\Pa\銀⾏）

レジ釣銭
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正味財産合計 1,635,231
負債及び正味財産合計 6,318,101
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 2025年度 財務諸表の注記 

 1. 重要な会計⽅針 
 計算書類の作成は、132法⼈会計基準(2010年7⽉20⽇ 2011年11⽉20⽇⼀部改正 132法⼈会計基 
 準協議会)によっています。 
 (1)  固定資産の減価償却の⽅法 について 
   有形固定資産は、法⼈税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。 
 (2)  施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理 について 
   会計処理はしていません。 
 (3)  ボランティアによる役務の提供（別表） については、 会計処理はしていません。 
 (4)  消費税等の会計処理は税込で会計処理しています。 

 2. 事業別損益の状況 
 本年度4⽉に「健康⻑寿の⾢くんま」事業を132法⼈夢未来くんまから継承しました。これによ 
 り、全体の収⼊は前年⽐138%と進捗し、「交流⼈⼝と関係⼈⼝の増加」に貢献しました。リトル 
 ベアカフェは、営業⽇数を107％増やしましたが、売上前年⽐100％と低迷しました。お試し住宅 
 は事業損益にマイナスと判断して解約しました。雑収⼊に55万円を計上しましたが、地域プラッ 
 トフォーム・ベータ版の開発費⽤としてくんま農⼭村キャンパス創造委員会に納⼊した分の収益で 
 す。 

 3. 施設の提供等の物的サービスの受⼊れはありませんでした。 

 4. 認定132法⼈に向けた寄附⾦の収集活動は、私達の活動に賛同していただいた⽅達から、本年度 
 2�⼈、616千円の寄附をいただきました。引き続き認定申請できる条件に向けて寄附⾦募集活動を 
 続けていきます。 

 5. 活動計算書の数値変更 
 前期（2024年度）の期⾸設定に際し、132法⼈会計の科⽬体系の誤認（資本⾦、未払法⼈税等の 
 計上⽅法等）があった為、当期において52,�04円の修正を⾏いました。 

 6. 固定資産の増減内訳 
 前年度、熊幼稚園旧園舎のリフォームに関わる費⽤（計400万円）を、建物附属設備として固定資 
 産に計上したので、定額法による減価償却費20万円を計上しました。 
 また、「あきやを託すくんま基⾦」への寄附物件を有形固定資産に、不動産取得税の「不動産の価 
 格」合計1,588,683を有形固定資産として計上しました。（不動産取得税は30,400） 

 7. 借⼊⾦の増減内訳 借⼊⾦の増減は以下の通りです。 

 科⽬  期⾸残⾼  当期増加額  当期減少額  期末残⾼  備考 

 ⻑期借⼊⾦  4,800,000  0  600,000  4,200,000  2025/2/�振込 

 8. 役員及びその近親者との取引の内容 
 ① 理事・藤原博俊に対し、ヴェリーファームの臨時作業に2回参加した諸謝⾦として15,500円 

 を⽀払いました。 
 ② 理事・海⽼原政彦に対し、実務作業に関わる業務委託契約に基づく業務委託料として、年間 

 33�,750円を⽀払いました。 
 ③ 監査役・⽯野不⼆夫が経営する⽯野リスクコンサルタントに営業トラブルと什器備品損傷に 

 係る保険契約により、年間8,780円を⽀払いました。（保険料） 
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第４回総会 データ資料  2025年度ボランティア

2026/05/17

⽇付 作業 ⽒名 連絡先 住所 開始 終了 休憩 実働時間
2025/6/13 梅の収穫・選定・洗浄 ⼤平展⼦ 053-929-0050 天⻯区熊1680-1 8�30 16�00 1.0K 6.5K 6.5
2025/6/13 梅の収穫・選定・洗浄 ⼤⽯美恵 053-929-0627 天⻯区熊666-1 8�30 16�00 1K 6.5K 6.5
2025/6/13 梅の収穫・選定・洗浄 藤原博俊 053-929-0354 天⻯区神沢555 8�30 11�30 0K 3K 3
2025/6/13 梅の収穫・選定・洗浄 海⽼原政彦 053-929-0400 天⻯区熊807 8�30 11�30 0K 3K 3
2025/6/13 梅の収穫・選定・洗浄 ⽚桐重⽂ 053-929-0236 天⻯区神沢125 8�30 11�30 0K 3K 3
2025/6/18 梅の収穫・選定・洗浄 ⼤平洋⼀ 053-929-0050 天⻯区熊1680-1 8�30 11�30 0K 3K 3
2025/6/18 梅の収穫・選定・洗浄 ⽯野⼀郎 053-929-0235 天⻯区神沢1171 8�00 11�00 0K 3K 3
2025/6/18 梅の収穫・選定・洗浄 ⼤⽯美恵 053-929-0627 天⻯区熊666-1 8�00 11�00 0K 3K 3
2025/6/18 梅の収穫・選定・洗浄 藤原博俊 053-929-0354 天⻯区神沢555 8�00 11�00 0K 3K 3
2025/6/18 梅の収穫・選定・洗浄 ⽚桐重⽂ 053-929-0236 天⻯区神沢125 8�00 11�00 0K 3K 3
2025/6/18 梅の収穫・選定・洗浄 ⼤桒茂 053-929-0449 天⻯区⼤栗安484-1 8�00 11�00 0K 3K 3
2025/7/18 ハイツ若葉・草刈り 海⽼原政彦 9�00 11�00 0K 2K 2
2025/7/18 ハイツ若葉・草刈り 中⾕明史 9�00 11�00 0K 2K 2
2025/7/18 ハイツ若葉・草刈り ⼭下芸 9�00 11�00 0K 2K 2

2025/10/30 ⾥芋洗浄・茹で加⼯・コンニャク加⼯ ⼤⽯顥 053-929-0627 天⻯区熊666-1 8�00 10�30 0K 2.5K 2.5
2025/10/30 ⾥芋洗浄・茹で加⼯・コンニャク加⼯ 海⽼原... 053-929-0400 天⻯区熊807 8�00 10�30 0K 2.5K 2.5
2025/10/30 ⾥芋洗浄・茹で加⼯・コンニャク加⼯ ⽯野⼀郎 053-929-0235 天⻯区神沢1171 8�00 10�30 0K 2.5K 2.5
2025/10/30 ⾥芋洗浄・茹で加⼯・コンニャク加⼯ ⼤桒茂 053-929-0449 天⻯区⼤栗安484-1 8�00 10�30 0K 2.5K 2.5
2025/10/30 ⾥芋洗浄・茹で加⼯・コンニャク加⼯ 藤原博俊 053-929-0354 天⻯区神沢555 8�00 10�30 0K 2.5K 2.5
2025/10/30 ⾥芋洗浄・茹で加⼯・コンニャク加⼯ ⼤平展⼦ 053-929-0050 天⻯区熊1680-1 8�00 10�30 0K 2.5K 2.5

2025/11/3 天⻯産業観光まつり・販売 ⼤⽯顥 053-929-0627 天⻯区熊666-1 8�00 16�00 1K 8K 8
2025/11/3 天⻯産業観光まつり・販売 藤原博俊 053-929-0354 天⻯区神沢555 8�00 16�00 1K 8K 8
2025/11/3 天⻯産業観光まつり・販売 ⽯野⼀郎 053-929-0235 天⻯区神沢1171 8�00 16�00 1K 8K 8
2025/11/3 天⻯産業観光まつり・販売 海⽼原政彦 053-929-0400 天⻯区熊807 8�00 16�00 1K 8K 8
2025/11/3 天⻯産業観光まつり・販売 ⼤平洋⼀ 053-929-0050 天⻯区熊1680-1 8�00 16�00 1K 8K 8

2025/11/14 リトルベア ・園庭草刈り 藤原博俊 8�30 11�00 0K 2.5K 2.5
2025/11/14 リトルベア ・園庭草刈り ⼤⽯隆広 8�30 11�00 0K 2.5K 2.5
2025/11/14 リトルベア ・園庭草刈り 海⽼原政彦 8�30 11�00 0K 2.5K 2.5
2025/11/14 リトルベア ・園庭草刈り ⽚桐重⽂ 8�30 11�00 0K 2.5K 2.5
2025/11/14 リトルベア ・園庭草刈り ⼤桑茂 8�30 11�00 0K 2.5K 2.5
2025/11/14 リトルベア ・園庭草刈り ⽯野⼀郎 8�30 11�00 0K 2.5K 2.5
2025/11/14 リトルベア ・園庭草刈り ⼤平洋⼀ 8�30 11�00 0K 2.5K 2.5
2026/1/28 リトルベア ・⻄側塀の修理 藤原博俊 8�00 15�00 0K 6K 6
2026/1/28 リトルベア ・⻄側塀の修理 ⼤⽯隆広 8�00 15�00 0K 6K 6
2026/1/28 リトルベア ・⻄側塀の修理 海⽼原政彦 8�00 15�00 0K 6K 6
2026/1/28 リトルベア ・⻄側塀の修理 ⽯野⼀郎 8�00 15�00 0K 6K 6
2026/1/28 リトルベア ・⻄側塀の修理 ⼤桑茂 8�00 15�00 0K 6K 6
2026/1/28 リトルベア ・⻄側塀の修理 ⼭下芸 8�00 15�00 0K 6K 6
2026/2/14 ⼤寒謝祭準備・コンニャク作り他 ⼤⽯顥 053-929-0627 天⻯区熊666-1 8�00 10�00 0K 2K 2
2026/2/14 ⼤寒謝祭準備・コンニャク作り他 ⼤⽯美恵 053-929-0627 天⻯区熊666-1 8�00 10�00 0K 2K 2
2026/2/14 ⼤寒謝祭準備・コンニャク作り他 ⽯野⼀郎 053-929-0235 天⻯区神沢1171 8�00 10�00 0K 2K 2
2026/2/14 ⼤寒謝祭準備・コンニャク作り他 藤原博俊 053-929-0354 天⻯区神沢555 8�00 10�00 0K 2K 2

年間延べ⼈数 42 年間合計時間と時間給換算（#1,000)  !! 162.5 162500
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２０２５年度 財産⽬録
2026年 3⽉ 31⽇現在

特定⾮営利活動法⼈耕
（単位：円）

科⽬ ⾦額
資産の部
１． 流動資産

現⾦預⾦
⼿元現⾦ -20,167
静岡銀⾏ 普通預⾦ 94,584
ゆうちょ銀⾏ 普通預⾦ 8,842
3D\3D\銀⾏ 普通預⾦ 0
預⾦：健康⻑寿の⾢くんま（ゆうちょ銀⾏） 23,832
レジ釣銭 83,000

売掛⾦
カフェ事業売掛⾦ 74,238

流動資産合計 264,329
２． 固定資産

（１） 有形固定資産
有形固定資産計 6,050,037

（２） 無形固定資産 0
無形固定資産計 0

（３） 投資その他の資産 0
投資その他の資産計 0

固定資産合計 6,050,037
３． 繰延資産

創⽴費 3,735
繰延資産合計 3,735

資産合計 6,318,101
負債の部
１． 流動負債

買掛⾦ 115,309
未払⾦ 125,895
JCBカード 43,466
未払法⼈税等 71,000
未払消費税等 101,500
預り⾦ 25,700
流動負債合計 482,870

２． 固定負債
⻑期借⼊⾦ 4,200,000
固定負債合計 4,200,000

負債合計 4,682,870
正味財産 1,635,231

法第28条第１項「前事業年度の財産⽬録」

Ⅰ

Ⅱ

山辺のカフカ
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監 査 報 告書

特定非営利活動法人耕
代表理事 藤原博俊 殿
2026年5月 14日

特定非営利活動法人耕

監事 石野不二夫

私は、特定非営利活動促進法第18条の規定に基づき、2025年4月 1日 から2026年 3月 31日
までの事業年度の理事の職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について、次の
とおり報告いたします。

1 監査の方法及びその内容
監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努
めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執
行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を開覧し、業
務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業
報告について検討いたしました。
さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類
(貸借対照表及び活動計算書)及びその附属明細書並びに財産目録について検討いたし
ました。

2 監査意見

(1)事業報告等の監査結果
一 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認
めます。

二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大
な事実は認められません。

(2)計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果
計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべ
ての重要な点において適正に示しているものと認めます。

以上

山辺のカフカ
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２０２６年度の事業計画書

２０２６年 ４⽉ １⽇ から ２０２７年 ３⽉ ３１⽇ まで

特定⾮営利活動法⼈耕

本年度は、昨年度に事業継承した「健康⻑寿の⾢くんま」の活動を基盤に、地域に関わる⼈を少しずつ増や
しながら、「くんま」の魅⼒やファンを育てていく⼀年として、地道な活動を継続していきます。

ノルディック・ウォークやジャムシロップ製造「ヴェリーファーム」については、様々なイベントと連携さ
せながら、地域内外の皆さんと⼀緒に地域に関わるきっかけづくりを進めていきます。

また、2年⽬を迎える補助⾦事業「くんま農⼭村キャンパス創造プロジェクト」では、秋葉古道の学びや農
村体験を³キャンパス´に⾒⽴て、多様な⼈々が関われる場づくりを進めていきます。本年度はその助⾛期間
として、関係⼈⼝の拡⼤と関係者同⼠の繋がりを深め、具体的な成果へと繋げていきます。併せて、地域プ
ラットフォーム「くんまから」の2027年2⽉リリースに向け、関わる⼀⼈ひとりが主役となれる仕組みづく
りを進めていきます。

カフェ事業については、来訪のきっかけとなるイベント開催を増やしながら、徐々に利⽤者を増やしていく
基盤づくりを⾏います。また、フリースペースについても、地域の⽅々が気軽に⽴ち寄り、おしゃべりや交
流ができる場としての活⽤を模索していきます。

⼦育て⽀援については、現在実施している「天⻯保育ママ制度」に加え、2027年度からの「放課後⼦供教
室」実施に向けた準備を進めていきます。

さらに、本年度より浜松市の「東海⾃然歩道管理業務」を受託し、地域住⺠の活動機会や働く場づくりにも
繋げていきます。

空家活⽤については、昨年度浜松市へ返却した「ハイツ若葉」に代わる、短期滞在可能な施設整備の具体化
を進め、移住促進へと繋げていきます。

担い⼿不⾜が進む中で、これらの活動を継続・発展させていくことは容易ではありません。しかし、「でき
る事を、無理なく、楽しく」という耕の活動理念を広く共有し、⼀⼈でも多くの⽅が関わり合える地域づく
りを⽬指していきます。

２ 事業の実施に関する事項
(1) 特定⾮営利活動に係る事業

熊幼稚園旧園舎の名称をリトルベア と呼ぶ：以下/%と表記
事
業
名

事業内容 （A）
実施時期

(%)
実施場所

(&)
従事者の⼈数
（⼈）

受益対象者
の範囲及び
⼈数（⼈）

⽀出額
（千円）

「保育ママ」制
度の利活⽤促進
に繋がる改善を
浜松市に提案・
実現する
① ０歳から２
歳まで
② ３歳児から
⼩４まで
利活⽤促進

通年 熊幼稚園旧園舎 ・保育ママ登
録⼈数：
4⼈

・保育され
る⼈数

⽉延⽇数10
⽇

0

り  
に  
係  
る  
事  
業  

幼  
児  
保  
育  
と  
⼦  
供  
の  
⾒  
守  

山辺のカフカ
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＜計画なし＞

事
業
名

事業内容 （A）
実施時期

(%)
実施場所

(&)
従事者の⼈数
（⼈）

受益対象者
の範囲及び
⼈数（⼈）

⽀出額
（千円）

① /%のイベン
トスペースを拠
点に企業・団体
の研修を受け⼊
れる
② 「くんま農
⼭村キャンパス
創造プロジェク
ト」

通年
① /% イベントス
ペース

② 熊地域内各所

① イベント時
に4⼈〜5⼈

② プレキャン
パス試⾏時に
４〜5⼈

① 延べ⼈数
：100⼈

② 延べ⼈数
：50⼈

① 100

② 500

＜計画なし＞

保育する場所と
カフェの営業
①リトルベアカ
フェ のスタッ
フ
②1:のガイド
③9)の地場産
品の製造スタッ
フ

通年
旧熊幼稚園園舎

熊地域内

① 8⼈

② 8⼈

③ 6⼈

① 4⼈

② 3,000⼈

③ 200⼈

① 1,700

② +  ③
900

① 移住促進に
関わる相談業務
② 基⾦に係る
不動産の寄付

通年

① 耕本部事務
所・ハイツ若葉
・/%・その他熊
地内
② 熊地域内各所

理事4⼈ 10⼈ 0

事
業
名

事業内容 （A）
実施時期

(%)
実施場所

(&)
従事者の⼈数
（⼈）

受益対象者
の範囲及び
⼈数（⼈）

⽀出額
（千円）

地域団体の「健
康⻑寿の⾢くん
ま」で地元産物
を採取・加⼯・
商品化した商品
を地域内外で販
売
① 柚⼦ジャ
ム・梅ジャム
② 梅シロップ

通年 /%カフェ
/%カフェス
タッフ
10⼈

① 50⼈

② 50⼈
0

＜計画なし＞

係  
る  
事  
業  

⾒  
守  
り  
に  

⾼  
齢  
者  
の  

の  
交  
流  
に  
係  
る  
事  
業  

都  
市  
地  
域  
と  
中  
⼭  
間  
地  
域  

係  
る  
事  
業  

環  
境  
整  
備  
に  

テ  
レ  
ワ  
ー  
ク  

出  
を  
図  
る  
事  
業  

中  
⼭  
間  
地  
域  
の  
雇  
⽤  
創  

る  
事  
業  

の  
活  
⽤  
に  
係  

空  
家  
・  
空  
地  

次  
産  
業  
化  
に  
係  
る  
事  
業  

地  
域  
資  
源  
を  
活  
⽤  
し  
た  
6  

に  
必  
要  
な  
事  
業  

を  
達  
成  
す  
る  
為  

そ  
の  
他  
、  
⽬  
的  
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202�年度 活動予算書
202�年 4⽉ 1⽇ から 202�年 3⽉ 31⽇まで

特定⾮営利活動法⼈耕
（単位：円）

科⽬ ⾦額
Ⅰ 経常収益

受取会費
正会員受取会費 30,000

20,000
計 50,000

受取寄附⾦
受取寄附⾦ �00,000 �00,000

計
受取助成⾦等
受取公的助成⾦ 0

計 0
事業収益
中⼭間地域への移住促進に関わる事業収益 30,000
中⼭間地域の雇⽤創出を図る事業（カフェ） 3,500,000
都市地域と中⼭間地域の交流に係る事業（⻑寿＆イベント） 2,500,000

計 �,030,000
その他収益
受取利息 0
雑収益 �00,000

計 �00,000
経常収益計 �,2�0,000

Ⅱ 経常費⽤
事業費
（１）⼈件費

給料⼿当 0
外注費（業務委託契約） 2,�00,000
法定福利費 0
退職給付費⽤ 0
福利厚⽣費 0

計 2,�00,000
（２）その他経費

原材料費（仕⼊⾼） 1,405,000
広告宣伝費 �2,000
販売促進費 ��,000
通信費 45�,000
荷造運賃費 2�,000
消耗品費 222,000
修繕費 4�,000
⽔道光熱費 �40,000
諸会費 �,000
振込⼿数料 20,000
⽀払⼿数料 3��,000
賃借料 1�,000
保険料 �4,000

計 3,52�,000
事業費計 �,12�,000
管理費
（１）⼈件費

外注費（業務委託契約） 0
計 0

（２）その他経費

１．

賛助会員受取会費

２．

３．

４．

５．

１．

２．

山辺のカフカ
15 / 16



通信費 3�3,000
消耗品費 4�,000
修繕費 2,000
⽔道光熱費 ��,000
諸会費 �,000
振込⼿数料 2�,000
⽀払⼿数料 24,000
地代家賃 105,000
賃借料 3,000
保険料 �,000
諸謝⾦ 1�,000
租税公課 ��,000
減価償却費 211,000
雑費 1,000

計 �5�,000
管理費計 �5�,000

経常費⽤計 �,0�4,000
当期経常増減額 1��,000

Ⅲ 経常外収益
0

Ⅳ 経常外費⽤
0

税引前当期正味財産増減額 1��,000
法⼈税、住⺠税及び事業税 0
当期正味財産増減額 1��,000
前期繰越正味財産額 1,��2,��5
次期繰越正味財産額 2,0��,��5

山辺のカフカ
16 / 16



1.日 時

2.開催場所

3.出席者数

特定非営利活動法人耕

第 4 □ 総会議事録

令和8年 (2025年 )6月 21日 午後7時

リトルベアカフェ (熊幼稚園旧園舎)

会員数29名 出席 ど 名 表決委任者 /5名 欠席 G名

表決委任者含め 会員の内の1/2以上の出席により、総会は成立した。

4.審議事項

第 1号議案 :令和7年度 度事業報告書、活動計算書、貸借対照表および財産目録承認及び監査報
告承認の作

第 2号議案 :令和8年度事業計画承認の件

第 3号議案 :令和8年度活動予算承認の件

5。 議長及び議事録署名人の選出

賛成多数により、議長は代表理事藤原を選出。同じく議事録署名人は理事中谷が任命された。

6。 議事

。第 1号議案

令和7年度事業報告書、活動予算書、貸借対照表および財産目録および監査報告|について、
海老原 。石野・藤原より説明がなされ、賛成多数で承認された。

・第 2号議案

令和8年度事業計画について、中谷 。海老原より説明がなされ、賛成多数で承認された。

・第 3号議案

令和8年度活動予算について、中谷 。藤原より説明がなされ、賛成多数で承認された。

以上、この議事録が正確であることを証するため、議長及び議事録署名人は、次に署名押印します。

令和8年 (2026年 ) 5月 21日

議長 藤 原 博 俊

議事録署名人 大 石 隆 広

Ｏ

①
⑤議事録署名人 中 谷 明 史



 2026/5/21 
 特定⾮営利活動法⼈耕 第4回総会 資料 

 ＜私達の活動の現状を把握・理解し、明⽇を考える＞ 

 財務からの視点 
 132 法⼈は、収益を上げるために活動しているのではなく、  まず先に活動がありき  で、活 
 動にかかったコストがどれくらいであるかを表すのが「費⽤」です。それをどのような形 
 で賄ったのかを表すのが「収益」で、活動の結果、正味の財産が 1 年間でどれだけ増えた 
 のか、減ったのかを「当期正味財産増減額」として表します。 

 ① 銀⾏預⾦のレポートです。期⾸残⾼は1,182千円でしたが、年度末は127千円でした。2⽉は 
 財産区への借⼊⾦ 
 600千円の返済で 
 ⼤きく残⾼を減ら 
 してその後年度末 
 まで⼊⾦⾒込みが 
 ないまま薄氷の推 
 移でした。 
 本年度は、業務委 
 託料と仕⼊代⾦の 
 ⽀払いの滞りはあ 
 りませんでした。 

 ② 収⼊の構成 

 カフェの収⼊の構成⽐が 
 ５０％を割り込みました 
 （前年度５３％）。主な 
 収⼊源が分散するのは、 
 132法⼈耕の活動の広 
 がりを反映しています。 
 イベントの構成⽐につい 
 て、昨年は09東海研修 
 が2回開催されて収⼊に 
 ⼤きく貢献しましたが、 
 同時に減収リスクも増え 
 ています。 
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 ③⽀出の構成 

 ⼈件費と仕⼊⾼の合計で５６.６％を占めています。 
 ⼈件費は、⼀⽅では132法⼈耕の事業⽬的である中⼭間地域に働く場所を⽣み出しているバロ 
 メーターでもあり 
 ますので、収⼊と 
 ⽐較した理解が求 
 められます。 
 業務委託料はカ 
 フェが1,500千 
 円、健康⻑寿の⾢ 
 くんまが840千円 
 とまだまだ低いレ 
 ベルですので、収 
 ⼊を増やしつつ、 
 業務委託料を増や 
 していく事も私達 
 の活動⽬的でもあ 
 ります。 

 ④ カフェの売上、客数、客単価の前年⽐からは、「⼭の中のカフェ」としての特徴が⾒えてき 
 ます。4⽉、5⽉、10⽉の客単価は前年⽐120％超。体験価値・空間価値・⾃分しか知らない場 
 所感・限定感・・等、お⾦を使っていただける仕掛けで可能性は広がります。6⽉、7⽉、8 
 ⽉、1⽉、3⽉の 
 客数は前年⽐80 
 ％ですので、逆 
 に伸びしろが⼤ 
 きいことが読み 
 取れます。簡単 
 な仕掛けや⼩イ 
 ベントで来店数 
 が増える可能性 
 を秘めていま 
 す。諦めること 
 なく客数増の仕 
 掛けにチャレン 
 ジしていきま 
 す。 
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 ⾮財務からの視点 

  私達について 

 ・理事（理事会） 
 現在4名で構成する理事会は、毎⽉開催して情報交換をする中で、活動の3'CAを回し 
 ています。年々、業務が広がる中では、それぞれの理事が各事業の責任者を兼ねて業 
 績向上に向けたリーダーシップをとるのが理想ですが、まずは「くんま」をなんとか 
 したいという意欲のある⽅を募集しています。（来年は理事改選の年です） 

 ・耕会員（耕運営委員会） 
 現在29名の⽅が会員です。特に負担になる様なことはないので、男⼥年齢を問わず、 
 世間話の参加だけでも良いので、肩肘貼らずに気軽に会員になっていただける⽅を募 
 集しています。 

 ・賛助会員 
 昨年同様、2名の⽅の賛同に⽌まっていますが、積極的に私達の活動に深い理解と協⼒ 
 を望まれる⽅には⼊会を勧めていきます。また、賛助会員の会費は1万円ですが、寄附 
 同様の扱いになり、税優遇の対象になる事もアピールしていきます。 

  寄附について 
 昨年度は、50万円という⼤⼝を含めて合計595千円の寄附をいただきました。 
 132法⼈耕は現在、特例認定132法⼈になっていて2027年5⽉には認定132法⼈の申 
 請をする計画です。認定132法⼈の資格条件として、2年間の寄附⾦額と寄附者の⼈数 
 基準をクリアしなければなりませんが、まだその基準を達成できていません。3,000円 
 を100⼈というハードルを2026年度はクリアする⽬標ですので、様々な場⾯を通して 
 トライしていきます。 

  お試し住宅としてのハイツ若葉（熊旧教職員住宅）の浜松市との契約を解約しました。 
 「浜松市の資産ですので、熊地域の活性化に浜松市の主体的な⾏動をお願いした 
 い。」と2025年5⽉21⽇に理事3⼈で天⻯区にある市⺠部中⼭間地域振興課の皆さんと 
 協議をして、その後の展開を待っていましたが、対応をいただけませんので解約の⼿ 
 続きをしました。ハイツ若葉の残置物の処理をして6⽉に浜松市の⽴会確認の後、鍵の 
 返却をします。 

  静岡県「農村連携促進⽀援事業費補助⾦」について 
 昨年度採択されて、「くんま農⼭村キャンパス 創造プロジェクト」が始動しました。 
 2年間で150万円の⽀援があり、昨年度はそのうち60万円をいただいて、茶園再⽣を試 
 みる剪定作業や秋葉古道講座の開催、地域プラットドーム「くんまから」サイトの開 
 発を⾏いました。本年度は残り90万円を使い、農業関係の学びや秋葉古道の学び、ま 
 た「くんまから」サイトのリリースに向けた開発を⾏います。どちらも将来にわたっ 
 て熊地域活性化に資する事業として進めていきます。 
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  「あきやを託すくんま基⾦」について 
 昨年の総会で設置した基⾦ですが、本年度は、あきやを基⾦への寄附として受け⼊れ 
 る条件等の整備をしていきます。くんまへの移住促進や、研修⽤の短期滞在施設とし 
 て空家を利活⽤できる⾒通しを⽴てる為の財政基盤の強化策も含めて、基⾦へのあき 
 やの寄附についての様々な議論をベースに、⻑期的な視点に⽴った運⽤の概要を作成 
 していきます。 

  放課後⼦供教室について 
 現在、浜松市の「放課後⼦供教室推進事業」を132法⼈耕が受託する準備を進めてい 
 ます。6⽉に37Aの皆さんに説明後、7⽉に契約締結、2027年4⽉からの運⽤を計画して 
 います。児童数が減少する中での⼦育て環境の整備は「おそきに失する」との批判も 
 ありますが、天⻯保育ママ制度と合わせて⼦育てについての公的⽀援整備を整える意 
 義は⼤きく、「くんま」で⼦育てできる環境を内外に広くアピールして「  豊かな⾃然 
 と昔からの暮らしが残るくんまで⼦供を育てたい  」  という需要を創り出す  ツールとし 
 て活⽤していきます。 

  リトルベアの稼働率上昇に向けて 
 豊かな⾃然を感じる広い園庭を持つリトルベアはまだその存在を知られていません。 
 本年度も、くんまになくてはならない存在となる様に、「都市地域と中⼭間地域の交 
 流に係る事業」として、集客イベントそのものやその起点・終点、体験・ワーク 
 ショップなど失敗を恐れない様々な挑戦をしていきます。 

 本年度は、このような事業に集中して成果を上げてまいります。 
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